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検査Ⅱ 解答・解説 
１  

〔問題１〕 

解答 あ：９ 

最初の試合が始まってから決勝戦が終わるまでにかかる時間：４８分間 

理由 準備や開会式の時間を引いて８０－３０＝５０(分)の範囲内で考える。１回戦目、２回戦目は２コ

ート使用する。試合が連続するチームのある２回戦目・決勝前は５分間休む。試合間の合計時

間は１２分であり、最大で３８分間試合ができるので１試合は３８÷４＝９．５より９分。したがって、９

×４＋１２＝４８（分間）である。 

解説 準備や開会式の時間を引いて８０－３０＝５０(分)の範囲内で考える。下の図のよ

うに４つに分けられる。 

 

２コート使用できるので①の２試合を同時に行い、次に②、そして③を同時に行

い、最後に④の決勝戦を行う。①と②の間は２分間、②と③の間は試合が連続する

チームがあるから５分間、③と④の間も５分間あける。よって、試合間の合計時間

は１２分間となるから５０分から引いて、残り３８分が試合だけの合計時間とな

る。分単位で考えるから、１試合は３８÷４＝９．５より９分とする。したがっ

て、最初の試合が始まってから決勝戦が終わるまでの時間は、９×４＋１２＝４８

（分間）である。 

〔問題２〕 

解答 い：Ｃ  う：Ａ、Ｄ、Ｆ、Ｇ 

解説  会話文のやりとりから、トーナメントの結果は次のようになる。 
 

 

 

 

  

   

 

  

 

 

  

上記から優勝チームはＣで、１回戦で敗退したチームはＡ、Ｄ、Ｆ、Ｇである。 
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〔問題３〕 

解答 １８人 

解説 ６位の生徒が２１本だから、１５本の生徒は最高で７位。このとき１５本以下の生

徒の人数が最も多くなるので、その人数は２４－６＝１８（人） 

 

〔問題４〕 

解答 （５，３，１）、（８，２，２）、（４，４，０） 

理由・解説 

会話や条件から２回シュートを打つ生徒は１１人ということが分かる。その１１人

の１回目の平均は４本だから１１人が１回目にゴールに入った本数の合計は、 

４×１１＝４４（本）。その１１人の２回目の平均は四捨五入して１１．５本だか

ら実際は１１．４５以上１１．５５未満である。１１人が２回目にゴールに入った

本数の合計は、１１．４５×１１以上１１．５５×１１未満、つまり１２５．９５

以上１２７．０５未満となり、これを満たす整数は１２６と１２７と分かる。１回

目と２回目の差、つまり 1 回目より２回目のゴールに入った本数の増加は、１２６

－４４＝８２（本）、１２７－４４＝８３（本）となる。ここで１０本増えた生徒

は４人、９本増えた生徒は３人なので、ここでの増えた本数は１０×４＋９×３＝

６７（本）である。よって、ゴールに入った本数が分からない生徒１１－（３＋

４）＝４（人）の増加した本数は、８２－６７＝１５（本）、８３－６７＝１６(本)

である。 

〔ⅰ〕 か が０の場合、４人が４本ずつゴールに入れれば１６本となり、この組み

合わせは成り立つ。（４，４，０） 

〔ⅱ〕 か が１の場合、残りの３人が５本ずつゴールに入れれば１５本になるの

で、この組み合わせは成り立つ。（５，３，１） 

〔ⅲ〕 か が２の場合、残りの２人が８本ずつゴールに入れれば１６本になるの

で、この組み合わせは成り立つ。（８，２，２） 

〔ⅳ〕 か が３の場合、残りの１人で１５本か１６本入れなければいけないが、 

１１本以上ゴールに入った人はいないので、この組み合わせは成り立たない。 

よって求める整数の組は（４，４，０）、（８，２，２）、（５，３，１） 
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２  

〔問題１〕 

（１） 

解答 

年次 総人口(万人) 高齢者人口(万人) 総人口に占める割合(%) 

１９５０ ８３２０ ４１１ ４.９ 

１９６０ ９３４２ ５３５ ５.７ 

１９７０ １０３７２ ７３３ ７.１ 

１９８０ １１７０６ １０６５ ９.１ 

１９９０ １２３６１ １４９３ １２.１ 

２０００ １２６９３ ２２０４ １７.４ 

２０１０ １２８０６ ２９４８ ２３.０ 

２０２０ １２６１５ ３６０３ ２８.６ 

２０２３ １２４４２ ３６２３ ２９.１ 

解説 総人口に占める割合を求めるには、「高齢者人口÷総人口」を計算すればよい。たと

えば、１９５０年の場合、４１１÷８３２０＝０.０４９３…となり、４.９％となる。 

 

（２） 

解答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問題２〕  

解答例 人口の減少により労働力が不足して、日本経済が悪化する 

解説 人口の減少にともない起こる問題をあげる必要があるため、過疎化
か そ か

など事実だけ

ではなく何が問題なのかを明示する必要がある。例としては労働力が不足するこ

とで日本経済が悪化することをあげている。 
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〔問題３〕  

解答例 結婚
けっこん

したくても結婚できないという人が結婚できるようにするため、希望者に対し

て支援
し え ん

を拡 充
かくじゅう

する。 

 

解説    子育て支援などは資料からは読み取れないため減点 

      資料から読み取れることとして、 

① 結婚したい人は多いが、結婚していない人が多い 

② 結婚した夫婦の、子どもの数は昔から大きな変化がない 

     ということがわかる。 

よって、子育て支援ではなく結婚したい人が結婚できるような政策が書けていれば

よい。 

 

３  

〔問題１〕 

解答 

（１）  

方式 合流式 

理由 セーヌ川の大腸
だいち ょ う

菌
き ん

が多いことから、下水が直接河川に流れこんでいると考えられるから。 

 

（２）  

合流式の利点 分流式と比べて建設費も安く、都市部の限られたスペースでも効率的に整備できる。 

 

分流式の利点 雨水と分けて下水だけを水再生センターに流すため、下水を河川等に流さず河川をき

れいに保てる。 

 

解説  19 世紀に整備されたパリの下水道では、雨水と汚水
お す い

を一緒
い っ し ょ

に処理する「合流式」が一般的
い っ ぱ ん て き

で

ある。建設費用が安く、スペースが限られた都市部でも効率的に整備できるために広まった。東

京でも 23 区内は８割が合流式である。分流式への変更
へ ん こ う

は多大な費用と時間が必要となるた

め、雨の降り始めの汚れた下水をためておく施設
し せ つ

の整備など、下水が川や海へ流れる量を減ら

す対策が進められている。 

 

〔問題２〕 

解答  微生物
び せ い ぶ つ

が有機物を分解する呼吸では酸素を消費する。そのため、消費された酸素量は、分解し

た有機物の量を反映し、河川の汚染の程度を示す。 

解説  水質汚染の問題は、水中の有機物の量が多いことが問題なのではなく、有機物が多いことに 

よって微生物が活発に呼吸をして、水中の酸素が不足することが問題になる。 
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〔問題３〕 

解答 資料１より、硝酸イオンは農業用肥料に多く含
ふ く

まれていることが分かり、セーヌ川上流に広がる

農地に雨が降ると、地表を流れる雨水と一緒に直接河川に流れ込むため、下水処理施設で

は処理されないから。 

解説 下水処理施設の能力向上で改善できないことから、硝酸イオンが直接河川に流れ込むこと

が考えられる。先生の発言から、セーヌ川上流には農地が広がっており、農業用肥料に多く

含まれる硝酸イオンが、農地に降った雨とともに直接河川に流れることが、汚染が改善されな

い理由であることがわかる。 


